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小安博士は、Ｔ細胞の分化・活性化・機能を担う分子機構解明を推進してこられた成果
を基盤に、感染免疫研究を標榜してダイナミックな免疫系の機能解明と免疫関連疾患の
制御に向けた研究を先導しておられます。また、理化学研究所免疫・アレルギー科学総
合研究センターの副センター長をはじめ、文部科学省や日本学術振興会などでの種々の
お立場を通して、免疫学はもとより本邦の学術研究を牽引しておられます。小安教授を
招いての特別講義に多数のご来聴をお待ちしております。なお、この特別講義は大学院
医科学教育部特別講義を兼ねます。
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問合先：疾患プロテオゲノム研究センター生命システム形成分野/大学院医科学教育部免疫系発生学
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